
改善検討組織 

○研究開発委員会 

メタ認知を高める工夫 

１、自己調整、プランニング 

２、自己選択学習 

３、授業改善 

それぞれでチームを作り、チー

ムごとに研究を進める。教員の

時間に会議等を行う。 

〔指導の重点〕 

○学習指導 

・ICT 機器の効果的な活用 

・学習の自己調整力の育成 

・対話的な学びの充実 

・教育データを利活用 

○生活指導 

・生活指導の共通理解と共通実践 

・組織的、計画的な対応 
・不登校生徒に対する支援の充実 

・学校安全及び、生命尊重の充実 

〔放課後の活用〕 

○生徒 

・各行事実行委員会や行事練習 

・考査１週間前、全校学習タイム 

・部活動の充実 

・ENJOY 西中 

○教職員 

・会議、打ち合わせの時間 

・教材研究、成績処理 

・教育相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究成果の検証法】 

対象 評価指標 目標値 

 

生徒 

目黒区学力調査 該当項目の目標値を８％以上上回る 

研究開発学校アンケート 該当項目の肯定的評価７０％以上 

四者評価 該当項目の肯定的評価８０％以上 

教員 研究開発学校アンケート 該当項目の肯定的評価７０％以上 

四者評価 該当項目の肯定的評価９０％以上 

保護者 四者評価 該当項目の肯定的評価８０％以上 

１ 学びの充実 
（１）一人一人の理解度や特性に応じた学習機会の充実 
（２）各教科の学びを生かした探究的な学習の推進 
（３）学校の教育力を高める各種教育機関等との連携 

２ 豊かな心・健やかな体の育成 
（１）生徒の主体性を大切にした学校行事の運営 
（２）生徒自ら健康的な生活習慣の定着を図る取組の充実 
（３）ユニバーサルデザインの視点に基づく学習環境の構築 
（４）全教育活動を通じた道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度の育成 

３ 地域との連携 
（１）地域との関わりを生かした「小・中連携子ども育成プラン」の推進 
（２）地域を支える自覚を促す行事への参画 
（３）健全育成を推進する学校と地域のパートナーシップの構築 

 

自律と共創 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全学年 

○自律と共創を育む４５分授業 

・自律的な学びの時間 

‣生徒が主体的に学びをデザインする時間

を確保し、教員が効果的にサポートします。 

・共創的な活動の時間 

‣生徒のアイデアを活かした学校行事を充

実させます。 

・未来を拓く探究学習 

‣体験的な活動 ‣探究的な活動  

‣多様な他者との関わり合いを深める活動 

‣学びの基盤づくりの活動  

‣自治的な活動において、探究的な学びを

構築します。 

・タイムマネジメント意識の向上 

○特別支援教育の推進 

・I組（知的障害特別支援学級）における、通常

の学級との交流の充実を進めます。 

各学年の週当たりコマ数 

１年 ２年 ３年 

29 29 29 

○水曜の６時間目に、「自律の時

間」として、年に５回探究学習の

企画、発表等を行う。 

各学年の時数内訳 

 １年 ２年 ３年 

標準授業時数 1015 1015 1015 

上回る時数 0 0 0 

学校裁量 95 97 93 

行事時数 69 69 50 

総 時 数 1179 1181 1158 

 

Ｐ 計画

Ｄ 実施

Ｃ 評価

Ａ 改善

〇求めて学ぶ 
未来につながる探求的な学びに取り組む生徒 

○思いやり 
互いの人格を尊重し、思いやりのある生徒 

○責任感 
責任をもち、最後まであきらめずに取り組む生徒 

○考えて行う 実行力 
自ら学び、自ら判断し、考えて実行する生徒 

○自ら鍛える 
自分が得意とするものを深く極める生徒 

〔学校の実態〕 

・１３学級 

通常１０学級 

特別支援学級Ｉ組 ３学級 

 （知的固定学級） 

・生徒数３３９名(4/21現在) 

・不登校対応巡回教員拠点校 

・教員 ２４名 

（男１１女１３） 

   主幹（３） 主任（８） 

   教諭（１５） 主任養護（1） 

〔児童・生徒の実態〕区平均との比較 
（１）区学習状況調査（令和７年４月実施）  

・ＨＰ内では数値非公表 

 

 

 

 

 

(2) 四者評価（関連項目における本校の課題） 

・学習指導８０．４％（区平均８４．０％） ・特別活動９０．２％（区平均８４．０％） 

・端末活用９０．２％（区平均９３．５％） 

（３）体力調査 

・シャトルランの数値が高い（男子４．４３回多い、女子７．５３回多い） 

・持久走の数値が低い（男子２４．１８秒遅い、女子２．８４秒遅い） 

(4) 進路進路（令和７年度第一進路希望） 

【全日制】国公立７４名、私立３８名【定時制・通信制】５名【その他】３名 

〔保護者・地域の実態〕 
(1)四者評価結果 【統合１年目】 

①「学校の雰囲気について」 肯定的評価 

保護者 87.8％  生徒 91.7％ 

地域    100％  教職員 100％  

②「教育活動全体について」 

保護者 85.1％  生徒 86.2％ 

地域    100％  教職員 100％  

(2)ＰＴＡや住区の実態 

・目黒西中学校の開校に合わせて、第八中学校と第十

一中学校のＰＴＡが連携し、活動内容や規約の整理を

行い、学校の教育活動のサポートしている。 

・大岡山東住区、大岡山西住区、中根住区、自由が丘住

区との、地域行事や会議に参加し連携している。 

４０分授業の充実 

○児童が進んで考える授業の創造 

 → 「なぜ」や「やってみたい」を大切にする 

○「主体的・対話的で深い学び」の実現 

 → 対話活動の充実 

○学習内容に応じた柔軟な時間設定 

（20 分、60分、80 分など） 

○「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現 

○学習用情報端末（iPad）やＩＣＴ機器の効果的な活用 

特別活動等の充実 

○「学校裁量の時間」や生み出した時間を活用して、 

特別活動や特色ある教育活動の充実を図る。 

・運動会、学習発表会、自然体験教室などの学校行事 

・異学年児童が交流するなかよし班活動 

・伝統ある鼓笛活動 

・林試の森を活用した活動 

○児童自らが計画する活動の推進 

 → 学級活動の充実 

教員の指導力向上に向けて 

○校内研究体制を５つの教科分科会で組織する。 

→ 教員の専門性と意欲を高める。 

○校内研究授業の見方や研究協議会を改める。 

  → 児童の学びの姿を見取る。 

○週１回学年会を設定し、学習の進捗状況の確認、指

導方法の情報交換などを行う。 

 

生み出した時間の活用 

○「不動タイム」の内容の改善 

 → ４０分授業の充実を支える時間として 

対話する力を高める取組を重点的に行う 

     （学年の発達段階に応じて） 

○教員の指導力向上を図る研修会の設定 

  → iPadを含むＩＣＴ活用能力向上のための研修 

など 

自ら進んで考え行動する児童の育成  

資料６ 

SIFT―Seed 

種をまく 

Intervene 

教育的介入 

Follow Through 

仕上げをする 

自律と共創 ～行きたくなる学校をみんなでつくる～ 

 

                                                              

計画的・組織的 

対応 

体育祭 

生徒が主体の学校行事 

学習発表会 

生徒が進める自己選択学習 生徒が広げる探究学習 

卒業研究 

情報端末 学習アプリ 

生徒会活動 

部活動 縦割活動 

自己調整の時間 

学年行事 

一単位時間４５分授業を生かす西中スタイル

サポート体制 

学習環境整備 

挑戦する 

楽しむ 

尊重する 

授業改善 

研修 

月 火 水 木 金

登校時間 ８：００～８：２０

朝の活動 ８：２５～８：４０ 全校朝礼

朝学活 ８：４０～８：４５

１校時 ８：５０～９：３５ 1 2 3 4 5

２校時 ９：４５～１０：３０ 6 7 8 9 10

３校時 １０：４０～１１：２５ 11 12 13 14 15

４校時 １１：３５～１２：２０ 16 17 18 19 20

給食 １２：２０～１２：５０

昼休み １２：５０～１３：１０

５校時 １３：１５～１４：００ 21 22 23 24 25

６校時 １４：１０～１４：５５ 26 27 自律の時間 28 29

終学活 １４：５５～１５：０５

清掃 １５：０５～１５：２０

下校 １５：２０

１５：２０～１７：３０

最終下校 １７：３０

週時程表４５分授業

登校

自律の時間・共創の時間

朝学活

最終下校

部活動

下校

給食

昼休み

終学活

清掃


